
令和7年度企業等と県内大学との連携創出事業

『電力の地産池消ゆのひら産の電気でEV車を走らせて交通課題解決へ！』

日本文理大学 工学部 機械電気工学科 原田敦史
ゆのひらんプロジェクト，いくつものかたち株式会社

01 電気自動車による送迎プロジェクト

湯平駅から湯平温泉のアクセス方法

タクシー：台数が少ない

徒歩  ：1時間程度かかる(荷物を持ちながらは困難)

→ 多くの宿が直接，送迎している
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本事業による新しい移動手段の提案

ゆのひらんプロジェクトによる電気自動車による送迎

• 3人乗り(運転手含む)オープンカー形式の電気自動車

• 旅館と駅の送迎用に利用する

• 電気自動車は「いくつもの

かたち株式会社」より貸与

日本文理大学の学生が電気自動
車に乗りながら動画を撮影した
データから，1分半の紹介動画を
作成し，SNSで発信する．

風を感じながら，4ｋｍの道のり
をドライブできる感覚を楽しむ
ことができる

• 湯平温泉の美しい街並み

• 復興が行われている現場

02 地域の行事に参加＆SNSによる魅力発信

石畳清掃に参加し，地域の方々と交流を行う

学生による湯平温泉のSNS発信

• 参加した学生に湯平温泉の魅力

あふれ，美しい形式をスマート

フォンで撮影する

• 撮影した写真はSNSで発信し，多

くのみなさんに湯平温泉の魅力

を伝えることができた．

03 水力発電設置プロジェクト

豪雨水害で使用できなくなった温泉配管を活用する

使用していない温泉配管を外している作業 街なかに配置し，発電も行いながら観光名所のひとつに！

まとめ

大学，ゆのひらんプロジェクト，いくつものかたち

㈱のそれぞれの強みをいかしながら新しいプロ

ジェクトをスタートさせることができた．

今後も，継続的に実施し，完成度をあげていきま

す．
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